






















































〇年代に月井先生はいち早く原生 物情報サーバーという 微生物の画像データベースを立ち上げま た。最先端の研究者として、アリやク ラ アサガオ、ネズミと言った多様なデータベース構築に協力され した。 うした共同研究は多忙ながらエキサイティングな時期であったと存じます。 も、月井先生はそうした中でも、黙々とゾウリムシの培養をもお続け なられ、決して「ぶれ」 無い研究者の姿を示しておられました。　
二〇〇〇年になると月井先生は、多様な微生物のデータを収集するため全国を行脚なさり 数多くの場所から微生




五百回近い採集旅行をなさっておられます。そこで集めた微生物のデータをサーバーに登録し続け、その集大成が、二〇一〇年に出版されたご単著、 『淡水微生物図鑑』 す。このご高著には、なんと七五〇種類を超える微生物が写真で紹介されています。この膨大な数の写真と記述が、まさに月井先 のご研究の「真骨頂」でありました。こ 間に蓄積された分類の知識が、後に宇宙船内に住む の調査にも応用されました。　
そして、最終フェーズが、残念ながら道半ばで途絶えることになった、 「ラッパムシの大量培養系の構築」でした。























活躍を振り返り、これを学内外の読者の皆様に今一度、胸に刻ん いただき 法学部と法政大学 生物 界へ ご貢
月井雄二先生のご逝去を悼む（和田）

五
献に対して、法学部教授会一同が心からの感謝の意を込めて先生の追悼号とし、慎んで月井先生のご冥福をお祈りいたします。
